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戦後簑選'二進歩し尼化堂薬脊'1くり使用ｕ、各方面にわたり

入閣生活に多大の貢献芝し丘反面において二j'しる薬剤によ

る被害むまだ夏逃しえない。

藷ｔＺ、フ|〈戯lごおける、二)|/しら薬診蕃'''二ぷる汚染'よう|〈蔭生

物に多大の被害王与えぞいるようでおるが、Ｚの場合wフ原

因i二ついてにt複合的廼嫌狙を星して何爪主因で編つか半'i蕊

としい,『フカ<実'１青て胴る。しヵ、リユカくら魚遁によ〉ビニiﾘ異

ほる:Lノヤと溝えらjrl-る⑩Ｚ、、コイ、アユバラブギ灘の液(〈

性魚類｡、葱,死濃度試験遂婁施し、二三上、そく'フ擶藻筵発漬

して､関係壱や御募走に供するも｡うであ台｡
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都市の膨張々産業の違屡【二件うて、活系乙、匠創市下フｋ々産業廃ﾌｋが）可''１
に斑ハし足り、各種農薬の開発誓及欲進んで．これら３Ｍ<界(ご流入し丘瀦合
1三、流入,Ｋ域'二あるﾌｋ産動腫物区対して彗然いろいろの影響を与え、現(ｚ各
地上種々の問題ﾐＭう､芝Ｚ壬､Ｕ、今後Ｌｔﾉ、二．ﾌ種紛争｡）絶窯は□iMJヵ､に期
し議し）ものと思わ】rlる。

そｚご＿闇迩解決の一助として従耒力､らむ生鞠飼育試験を行こってみl」、

既に当場調査研究項報３千および、〃に発表して乏但が、今回は、最虹とか
く閉題に垣、丘中性洗剤関,１糸ｍｂの廷主とし、二mご加えて新魁簑葵勺化学
藥勗についての試験を行と1つＥ二Ｍ）てあら・

なお、人試験に腸だＩ)種〈z御協力をいＥぽい丘ﾌk質分前震、〉ルK研究室お
よび,k元分場のちぐマライオノ油賭蛛式会社、庵原震藥疎式会私の御厚意に
試し、深く謝意を表する功のと､､紐る。

（７ｋ實研禿室）

Ⅱ試験報告

藻ハヰ畦洗剤に関する生物試験

／、アニオ＞界面活,性剤４８Ｊ、。Ｅ|ゴク､BJi二Ｊ-る魚類の致死濃薦試

験

（/入試験赫料jうＪぴ試験方法

ア、快試生物

（ア)、モ､ソブ円ご“んﾉｰﾕｺﾞﾑｸﾉzｚ〃/-〃

平町徳重ZrJ-9 乎切全長‘､〃ｃ〃

東京都ﾌＫ産試験場水元会場養魚池に薄裏するものを

嫁漁し本場'二輸送し、木製大型循環糟|こて、－崎畜

義したも①．

（ィ）．アユ，､′ｃｃ〃〃jzjv`〕’此〃ｅＺｊＪ

平均腿重２，〃； 乎飼全長久Ｚｃ趣

江戸’'’'二洲上する鮭鮎を、完''1漁業協同組合員が四

シ手綱|こて採輔､し、」、岩地先の通jlijKrアユノト屋ＪｌＺ

て畜養i二Ｆの二ｂのを、自動車にて丞場に輸送しモツ
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ゴハと同じﾌk糟に一時苔-賛しノミも,J‐)。

（ｳ)．ウナマ′J1〃子奴〃α〃,。〃'?`ごα

平均徳重／/・〃易 平嗣全長２２.ユロ“

渓''1浦漁業協同組合舅が、東京都内湾夢の島沖にウ

ナ等カゴ正入れて漁j鬘せる濫産天然ウナヰを組合ｊＵ

入手し、ふ場のコノクリー｜､製淡,M111こて一時薑養し

にも①。

（工）．ｺイｃ〃/山?正ｊｃａ/'ｧ〃

平t，鯵重／’６３ 手淘全長４７３ｃ〃

フｋ元分湯ｌｚＺＺ､他、譽殖せる当才魚を本場にて一崎

蓄養しだ二Ｍフ。

イ、快訂薬剤

薬剤はすべて、ライオ〉油脂ｊ|;朱式会社研突部の厚意|こより分譲

Znた二Ｍ）てある｡

モッゴ、アユに'二、Ａβゴユヌケ％含有のこしの芝．ウナギ．コ

イ'ごＩＳｔｐＢｊ、５'J－２錫含有のもの芝ｲ吏用し尼。

ウ．試験期閉

モッゴ、 １J目ｊｌｍ３ク丘ヰ月クロー／２日

丁ユク千月－２ク曰－ず耳／′Ｈ

ウナぞ〃ク月１日－ヶⅡ

。イ，／’月ＦＨ－／ｚ日

工、試験方法

〈Ｔ)、モツゴ、アユの場合

縦Ｚ／〔w２，旗３JWC函、深ｚＩｃの【の角型フレーム枠力.ラスフｋ

糟を用い、〃’の試験水|ｚ対して、そ#ｌどjrLF尾を収容し尼。

試験水には、フK笈ﾌＫ王汲み董乏、叡曰顧尾ﾀ)､に放置し互氷島

ゴ＞アい,サーにて充分曝烹をji〒ｂ[つだ二Ｍフを照Ⅵ尼。

俣試魚は、畜養中上投餌正行ない、健康状態の良好巨同は型

のもの王選び、試験前２日は翻止めしだ．

〈イスウナギ、コイの↑易合

縦〃〃、横子3-o，，z、漂乙〃c"の角型うし一ム枠がテスフＫ

糟王用い、ウナ等ごは３．Ｍの試験水|ご対してＪ-尾の害||合で、

乏机芒虹２糟ずつを用いて／"尾、コイでは/。どの試験水|ご対し

《て、これそⅥ/’尾を収容しＥｏ

－２－
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試験ﾌＫ毛よび快試魚の頚吸いは、モワコ．、アユの場合と同様

で括る。致死濃度の決定[ごついては、いすｆｕノコユ時閉､鮴時

閲の半数致死限界濃凄芝求めるＺとに主眼を心乏、、'`Ｍｗｌ/>ｆ

ｨ１１の椎境する方法'二従い、直綴的補閉；五'二三つに。

初め、大差は壌階で、予僑試験を行IEIい、大体の濃度範囲を

求め、次に対数系列の濃度をまんで、左試験を行な､尼。

なお．試験中わろうK糟'二は、蕊嶺|の性質上、還扇は行互わな

力、’たボ、コイ時聞、〃時間室に溶存酸素の定量を行なつＥ・

試験中の水温/o/ｙの変化範囲および試験ﾌＫの簡単□分jTT擶果

は下記の狐〈であつだ．
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/v/ｗ一/ｖ（了＞モニア態窒素）；ネスラー試薬尤電)七

色法

(2)、試験経週および続果

了．試験経過

試験開始豈初は〃分～３０分閉隔で、おつ濯度喜蓬した状態ｌｚ

なつと、／時闇ガら２時間の關隔で概察を行い’、魚1丞上に現灯

机吃麥化、行動状態などを記銭しだ，
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ぐぱ、／尾へぃ死し、残り０－）中で、
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￣
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この三国 ｲﾝ時閣目ユで変化なく遥週しＴ
ｊ

ｌｎｌ 開始後より 拠時闇きて､､に／尾へい死し
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６尾も
￣

へい‘ｱヒ し吃 ●

､ｈ

Ｉ。.残６

２矛、〃

/〃分蔭で１コすべて,|<底に静止し、菌Ｊｎｌｊ活力□〈箕
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反転ＬＬ〈は旋回運動正行□っＥのら、頂戴、逆弦などの形で７ｋ

庭に静止するか､きた１．膜薮しＥａ、７ｋ面五〈に浮上して裏上|γ

厳LJ状篭で>薦泳可つ１，，、正鴬□形と鹸潅方こぐ薦７未すう力、、あるい

は呼吸運動などもよめて仮死状詮をとる、□どの種々の状態を示

しＱｒがらへい死にいたつ力〈、２／､〃尼,,２以下の。』のて゛芭狂１３んや旋

回運動の艤な激しい行翻を示乙Ｔｌご膜薮する力､、濯力なくなりﾌＫ

面近くに浮上い蒔泳して①ち徐々’２へⅥ夕いこいＥるの状見ら】『しＥ・

粘液の分泌□認めうれなかつだ。

ィ、アユの場合

』王にＭ)、旋回運動等口‘Ｊ/９P,,,,きぐの段階に臭らｊｒｌＥ、

６Ｊ/医),9財,71入下て゛1コ婚'。激しい運動|コホこす鼻上げに似庭行動を示

して浮上、瀞)末しへい死にいにつ。

まｌ三へいえにいにつきで、騎簡ボモ･'rの場合こりも早い傾向

がt認.のら>rLEパモツゴの繰な平衡失調1ユ起丘と｢かつだ．

ウ、ウブマの場合

すべての濃肩威で蒐伽ご栗ｊｉｆＭ~)影響（何専b､の形で現ｂｊｒｌＥ。

即う、開始後数分閲で水底に静止し時才ＩＴＵ;蒋泳すう。高濃)薮jj<;て

は』王ほＭＴい〕|｢’ん､旋回運動遂行はい、水面よＵＬ１２Ｋ王半分潅葵出

して、７Ｍ壇i内よ’｣逃jrl出ようとずつ力、のよう□行動を示しだ。

すべての濃度1魂で平衡失調ボ認ゆられだ．

〃戸川Tl久上の試験tjx<で|ヨ、体五ｓ字状'二湾曲ｚせつ二Ｍﾌ伏見ら

】「しｉＥｏ

ａＥ僻表面の、ろ麓液乏多量に分泌し、１７〃の，Ｚでは水糟内が宮

〉爵するほどて､あった。

開始６時爾後から認める仇に二ｂｄフとして1コ、Ｈエ門部付遮、こい

霊、咽端、鯛ひTb、尾ひjrlなどに内出血の危めの充血部分かＭ、な

Ｕ明曠'二出現しＥｏ

工、コイの場合

ほ＞・モップと似た艤な行動々状態であ～１ミボ、モツゴと異なり

鮎液の分泌が高濃度において認やら孔だ。

また、試験濃度と生残崎聞き対数グラフにと'化へい,死し丘時閣五/7￣

ラフ上に記入してみると（図正へ『入モツゴ、コイでは２/､〃"〃と_〃､〃〃”の

闇で致死時廟にＨｌｉＳＤ、Ｃ擢璽（見られたバウナマて゛区|ま塾.直練禰宜闇係

が具らjil、アユzロ何欝の関鰺係心見らjrlは力、っiＥｏ
－ｌＪ－
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“)、要薊

ア、モ､ソゴ、アユに対して□ＡＢＳヱク(よ形含･有くりも(、を用いて、

／′'Ｃ前後ｑＭ<温域ぞ、ウナギ'二対してＩ。、“ＭＪ三２％含有のむ

く１つを用いて、皿｡Ｃ前後で｡、ｺイ（二対しては同成分のもの王用い、
｡●｡

／久タ･ｎｉｌＴ後て､致死濃度試験正行な‐に．

ィ、試験方テズ|コル`Ｍｗかの塩素'二よる直線iワ補悶法!ごよって２千時

閉、〃時間の各ＴＬｍを求ｈ嫌忌量、生物学的妻全濃度ｇｂ計算し

尼。

これ'二よ→て次表の結果乏得丘。

～項目，

ﾙ童、

クユ矛〃

仏〃

'９〃 『

２，合成洗剤「ライオミ＞戸Ｊによるコイの致死濃肩試験

(/入試験軒料および試験方法

了．侠試成吻コイ、cxp〃/?⑪ｃｸﾉｰPz′

平↑ワ体重２〃？（最メノユメ農ﾉ|、/８９夢）

平tワ全長〃玄伽（最大‘､藝榊仏最′Ｍ２ｐ,,Ｙｊ

当場，Ｋ元分場にて、ふ化養殖せ‘萱ｒ魚乏

用いた。

ィ、沃試薬剤ライポン方（市賑これている合成流剤）

ウ、試験期閏旧師ﾛ３９瓦/／月２７日－３ＤＢ

エ試験方逓

縦〃c?沁騰ユゴcﾌル深きコハ“の薗型フレームjjM､ラスホ鱈

乏用い、２Ｍの試験氷lご対して各７k鱈'二/U７尾ずつ１１ｽ春し！Ｅ・対蕊

区として、試験ﾝＫのみのものも併せて試験した。

水温の。＞トローノしについて１．適宣(ﾆｴ桓温蕊斌用意ｚ､＝ねＭ）

大型木製うい曹〈縦6〃と〃、猿／〃ｃ魂、深乙〃(ｗ）に水道）ｋ乞満だ

し、これにレギュレーター２通とヒーターをｒ本人〕、と温め、二

－２’

～ヘーー
魚種

-2二1:H寄闇ＴＬ帆 1JP時間7Z” 嫌忌量 生物学的養全)農庭

仁 ツユ
q，､

/２．６ ／２，‘ /､２‘ 又７『

ｱユ 次８３ ３．７ ’３７ '・ヂン

ウナ第
、し

Ｚ芋､ユク ２コ、／ Ｚ、３／ ５．２２

コイ ／９，７’ ／侯７ ／、′７ よ'／



jllに試験７Ｋ膳在浸けて水遍の入'層ｎ審化Zf防いＥ･

試験濃度Ｈすべて総量透もって表示し/三・

試験ﾌＫとしてばH景気,Ｋ道ﾌＫ３に対し、場内|二あう蕊魚飼育池｡“二

/′の割合てい;尾合して用いに。

芒の1ｕＬ１Ｉ失試魚の砿吸い法、試験方>犬、ＴＭ'値の求佑方篝1コすべ

で前述のＭ３試験方法と同嚥であつ・

試験中の水温、ノＷの変化範囲口２/・『±川，と、７k／工川どあつlE。

試験ﾌ|〈の分航締果

〔'、

／Ｖ/y學一ハ／

／ｖ'２－/ｙ

、'

全;重薦

全アノし力｜）度

／、〃

２１６，７”（'苦温アルカリフＫ浴凌遺）
’３F〃（ネステー試薬光電ﾋﾋ色法）

〃２〃（６尺試薬光電比直送）

ヌ‘〃（ウィ〉クラ一変法）

〃２‘，（冬１，－卜満定法）

２７．／〃（メチル才し）〉゛法）

久孚

〈２)、試験避週おさ〆試験結果

丁、試験経過

闇始時より／′時間百コで口刀分悶隔て、三ｊｒＭ<後は‐／時闇

ごとに観察江行な→に。

6聾稀
〃＿

〃

曰ｒｌ－口■グ、

ク

４時ＲＦｉマク今

－２２－

Ⅱ
〕'今後|ご|ヨすべてに黒変（員らｊｒＬＥｏ２時閉31分後／尾

〕Ｈ奇聞後 ／

へい死し尼

尾

＠

、 斗時聞後／尾 ４時閉3J分後２蘆と続いて

漠 度
ﾉﾘP鍬

観察記鐡

／〃〃

３Ｊ分後'二Ｊ尼に撚色①果蕩（見られ'Ｚ。／府簡〃分後|己

／尼へい化し、／尼ボ膜乾してうＫ医１２７犬ﾊﾉでい尼

２時閉後／尾へい死し、／尾濾藍して>葦上

んしていだ ◎

、

”

／屋は狂回

２時閉〃今後２尾、３時閣後３尾、左時爾後／尾と満い

てへぃ 死し、残うｚ尾は表層で裏上げ状に鷺泳していに

j‐時間〃介後に１コ
￣ア

、－ の２尾しへい しだ Ｐ

□



時閉後／尾（猿種しＺ簿上し、匠夏､えんえんでるつＥ

ＺｎょＵ３１分後に二の／尾状へい死し匠。／尾は獲臥

徳表面女Ｕ鮎液五分泌し丘。／扇に善爾、反転運動百

認められに。

時閣後／尾、『時簡後２尾がへい死し、最後の／尾』し

問後'二Ｉ。へい死しＥ。

73-

〃Ｕ

時闇後、二尾に黒愛ぶ認めらjil伝。２時簡刃分後／雇

い死しＥｏ３碍闇〃分後／尾が猿臥して元気なし。苧が八い死しＥｏ３時閉〃分煩／尾が旗臥しくうＬえりし･千

時閲後こく、／層がへぃ死した。

そ①後、裏上げ状の澤上を行こつＥ'」族、反璽芭ど

の運動莚繰り返し７時間〃分後／尾、Ａ『時闇〃分償/尾

/〃時間後／尾、／二時間後２尾、／３時爾後／尾（／Ｊ時聞鷲後に

／尾とへぃ死状続いて、生残りは／尾となっだ。この／尾

は、紛時閉後まて､蔭'二静止し匠昔、で生蕊しだ。
ﾄ●■－－●－－￣￣￣◆ヴー■■０－⑤－－●－－o￣－－Ｃ－ｃ－－●■●●￣￣￣●￣■■●●●か￣P●.￣－－o－－s

／時悶後に、３尾（烹変しだ。ｚの後６時爾後:ｆで'。庭

に静よしに'八時ｵjTU表層に）手よしたりの状譲のゴ、ご経

潤したバク時簡後に/尾へＭＥし、／尾以膜ﾄﾞﾉＬＬだ。

j-Z

死し丘・窓Ｉ）のうち２尾

ｚ尾２６時問後にどらに／尾が'、い々いに（

万ノ尾巨時耐表層1Ｚ薄エしだU、狂１３Ｍを行

斌、へい宛Ｌなく４『鳩簡後ゴご生き綴し仁。

しだ・きた/２時簡後、３尾'三

雪の激しい曇動を貝

リのま魁経過し尼。

芒の後、／尾に休色の黒麥（認ﾏﾌら1r［だjll《

2３



イ、試験擶果

’１鶏

〃〃

〃つＩダ’？

`Ｚ１Ｚ６１〃１２人'１ヌイＩヲ

Ｚ/､７１‘.？；｜／’

‘１２８１／〃

〃Ｉｸﾞｰ’

(3)、港察

上記蒜果Ｊ二｜人０，'ん〃βマフ方撞'二よって７Z”直五確定し尼・

エリr[によると．Ｚご時嗣ノrZmIコイユ､汀戸川、〃時間７Z"'す革Z/つ/Ｄ銅で温

った。

二Ｔ刀勿/値より、嫌忌量（＝４１時Nfl7Z"×n／）は二､２〃”・生物

Ⅱ鯛言二駕荒r)…………卜
求､めうれだ。

矼沿、以上求めろ】｛た値回すべく「ライ耐＞万」の濃度で紀｡。

試験に用いだ「ライノＴＷＦＪｌ三舎ョれていつ、Ａ町量乏Ｌ'"似ｅ/Ｚ

／7α〃ﾉｃに法によ＿て定寶しＥ満栗、／次手姥の含有量でおっＥ・

従-て、末､わらﾉｒｌＥるぐ値迄ＡＢＪ､震度に摸賞すると．下表の数値

伏得らｊＺＥ－

隼泣ＦＩＰ,?，

△己西
㈱邸、 ユ面

ゲ 〃

試験中|ご観察三ﾉrリヱ主な狩微瓜

い正るまて､の時圏氷非常に短力､<、

夕いこいＥマだ．

平衡失調芝運してからへぃ死|ご

多くは横転し尼後〃分底でへい

－２４－

濃浸

/wﾂZｿｿ

試

鬘
Ｚ

快
気
尾
数

試験開始時

水遥
℃

/の/7／ ｐｌ

/Eﾗﾊﾞ》ｼ【

叫時閉巨

ﾌＫ週
ひＣ

Ｐｂノ ＤＪ

/E〉ﾉﾗｳ２
生残率

％

ユゲ時間目

７Ｋｱ量
て

Ｐ/7／ 、'

／〉;iｆ
生:残率

％Ｐ

／’’

ﾌグ

Ｚ６

Ｚ６

／〃

/〃

ユタ’

Ｚ人皐

ヌイ

ヌュ

/２，Ｆｒ，

//、‘’

’

〃

〃

'

ｺﾞｰろ Ｚろ /’ ２人〃 ﾉﾉzｆ /／、／丁 ２/L『 久／ ４.イ ／〃 Ｚ/､〃 `､９ 友７６ ／’

平２ Z６ 〃 ２人' /Z‘ 気７７ ２/k７ J､９ 盛’２ β’ ２/､イ ムヲ

▽凶

イノゲ ｒ〃

３２ 2８ /' ２/Ｚ 2コ 7.ヲ７ ２/､７ `､？ ユ､′' /’〃 コノ､竿 ムゲ 〕/' ／′’

Ｚユ ２６ /〃 Ｚ/(ず ｸﾉ(ず 9ＪＦＺ Ｚ/、？ Ａ７ 3,92 /′’ ２人早 6.『 3,,JＩ /’’

対嘱 ２５ /' ２人‘ 久子 尻‘’ ２２ノ ｸﾞｰ’ 學.〃 /’’ ２人‘ `､８ ユヲ９ /’’



〃今後|ごはへぃ死していたま圧 正常な状藍て゛》庶沫していても

事永しばしば認やらjrlだ。

通蒋へい死魚Ｉ。歳蒐浮上武腫は旗臥の汰譲､となっているのまだ

が見うれＱので、ある訓、玉試験では時jrTリ、へい死していてＬｊ漬電

亡下、ＪＭ三ｌｂ、珀通常態のヨ魁で底Iご静止して うかのびと差次態と

画､ている奉り<見ろ』r’た。

砿色の黒変や、対液の広表面分泌が認のろうｒｌＥ（ 狂丘丑の他、

認やら〕、ただけでｊｂずか２へ３尾１コん、旋回などの激しい運動ロ

あっだ．

表層１．蔓上げ状１コ薄上する力、 7ｋ底に鰻臥の《rうちへい大部分は

た。死､にい尼

ライポ〉戸

ユ
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ル

(4)、零細

了．コイに対して口、市販の「テイ泥＞戸」〈４８几／"､ユ”含有）

王用いて、２/’工“'ｃの水温域で、致死濃度試購工試１だ。

イ、クク"ん”がの方法によって、坪蒔閣７Z”、灯時闇７Z”毛さび嫌

忌量、生物学荊嘉全濃度を束ｉｂだと乙ろ、双表の数値を得尼。

単位Ｐ殉

４７t４m

‘'二 〃

ウ、この敷値よＵ、４町濃度に極宣すると双表の数値左得た。

gＥ２ｒＬ l5Wr元

〃 〃

－２６－

邸時簡７エヵ７ ｲJP時闇７ﾑ、 嫌忌、薑 生物学的妄全濃度

ユユ、ざ 季２，' ユ、Ｚ /／、２丁



第ｊ化学薬品による生物試験

／、塩化ァ＞モニウムによるコイ、モ､ソゴの致死濃度試験

（／)、試験ｊｒ料圭ｊ『灰試験石透

ア、侠霊生物コイＣγp〃〃伽ｃαゅ`､〃

平均憾重３，６２易平tjy全長夕､９／…

水元分場'２てふ化養殖せつ当才魚

芒､レゴノDLJで〃q/'クトユＦ６'奴ノ､αﾉｰ,/久

平t汀１２ｋ重Ｊｚ勿与〆手ヤワ全長人JL9w,ｚ

上記］「の飼育池ｌｚ篇裏するｂの

イ、快試薬剤／V他必－鮫試薬

す、試験期日 昭ＸⅡ〃耳／／耳／／Ｈ～伜日

工、試験方法

砿〃０，，Ｚご擬ィＴｏｗ、藻乞３ハ魂の寅型フレーム癖がラスフＫ鱈

を用い、試験ﾌＫ〃ハブイレコイ、モ、シゴとjﾋﾉ１２/〃尾ずつＺ収容

し匠。

試験濃度'３｢、／W7L割(C′中の／V/Ｗｆ量芝目もって表示した。

試験氷に１．水蓑水乏汲みおき、屋外で曝最しだのちｲ受用しＥ・

試験ﾌK①分苅箭果は次の通りであ→だ。

〔、、２７７〃”（高温了’１，１）１座水浴疫透）

７Ｗ１－/Ｖ'（ネスラ試薬光電比色遺）

／v"２￣〃〃（Ｇ尺試桑元電ｔｈ色法）

〃′刀､〃／ＥＷｚ（モールの銀滴定注）

／o〃久ｚ

水湛の大幅な喪罰をある程度lli｢ぐためにぃ夜閉(二は童Ｖｑに震え

ゴ＞□を置乏室温の係温'二つと０６だ‐水温の変化範囲'。/3Jdf3（

ぐ､あ‐だ．イ某誌魚は／週間〕メ上。＞クリート製Ⅲ内で蕾覆し、摂

餌を純け、開姫前ＺＢ間lゴ侭止わしに,健康状態の良好と思われ

る、面広型の二Ｍﾌを選んで使爾しだ＿

試験中は、エアしイ＞ヨ＞五行なわず、Ｚイ時廟、ユゲ時閉ごとに

溶存酸素量の定量左行巨－伝．まだ、試験液'。終了時ゴで換氷五

行画わなか〉だ。直線的補間法によ‐て、鰹騎闇刀勿ＨＬｙ時間7]1h,１

を求めだ。

－２７－



、

(2)、試験經週上ｊＤｆ訂蟻茄果

ア、試験懸過

(アメコイの場合

分援では／〕三Z

三LＩ据一Ｚ＝

＞Ｔ=Ｅ慣J言２つ

〃′’ 〃時間２ﾀﾞ【分

(１

笥界￥患

凹型塾里、

エ〃Ⅱの［

'''○ｍ

qフル

Ｚ

碇、、重重 0、つ、ﾐﾆｒＴ画

〃

４時聞囿では巴

２〃Ｈ寺Pt詞

fLD

E胃劇フ〃分

Ｚ

－２８－

/時閉痘で．鼻上'ｱ状に浮上し広色斌黒喪しＥｏＺの後す

べてかぐ表層'二浮上し、ええjOWEM、 つ Ｅ・こりL時闇ｨｒ分頃から／

尼が立;未五行□い、／６時閲後では、琶悶の擬ﾉｉＨを夏し、／尾

は鰯乾してい丘 ○ の >伏藍で別府閉経週．

護 度
/c｝月’,２

/観察記鏡

/,’′’

開崎後／１１÷闇臆で`ロ

麦しﾉミ ｡

すべて（蔓上1ア状に浮上し，腿色JLI黒

２時闇ZjF分後では／尾永へい死し残る９尾は

し、元菟がＬＪか つ

、 表屠lご毒上

尼。６時爾後て゛／尼、７時間夕分後てＶ尾

3時蘭９分後にこうに／尾がへい死し丘

尾が減転した。

。 魔つ６尾のうち／

/β時間野分後之らに／尾がへい死、２尾は膜乾していだ 、

芝の後ｌｊ、／６時悶汀分後２尾（へい死して、残う３尾のうち

Z尼！。艤転し、壱扇状蓬Jで源}末してい丘

〃１１奇閉後Ｚら|Ｚ／尾（ へいクヒ

･

し、残る２尾|ユ膜転し、琶悶

次露乏とＵながら、泌時簡経週しだ。その後ＺのＺ尾は猿蕨

した。通、時ｵITU狂ほん、旋回運動五行ごいながら

後茸では生露してい尼カマ、〃時間後'二1ユ

、 ?／蒔藺

へぃ死していだ ⑥

伝丁〃

し’’’/qＰｍ

黒愛しだ ＠

－

と同簾、／時闇潅で蔓上'ア状(ご;琴上し、鱗色ボ

の三Ｗﾌ吠態でク時閣後lzl。／尾へい死し、／

尾が臓転のま、溝泳してい尼 ＠

/'時閣科分後／尾へい死し、残Ｕ□旗乾ロビをレロが洋上

し時jnU、反弦旋回蓮動を行い□がら経通し

尾、２３時間｣F分後／尾、と

癖 ｡

へ

、 ２／時聞2ヶ分後／

い死し、四時閣巨で□６尾放生

〃Ｈ寺間後でロユ尾がへい死してぃ丘。生き残しＥ２尾は

狂丘ん

、

正

、

そして

｡

反乾□ど芝行□いな（ら．ユン曙闇雑過しだ

ｺﾞｰｺﾞｰ時間２１分後に／尾 、

｡

6ク時閉後'二／尾択へい死し



蟻蔵してu尼／尾は、旋回３重動などをしていに（、刃時間

〃分後にばへい死していＥ・

癖つ７尾のつち、筈閼、狂１．んなど逐し□状らＭｒ時闇2Ｆ

今後'二／尾、〃時闇後'二／尾、出時閉後Ｉ。／尾、７／時間後'て

ころに／尾がへⅥ死して、７Ｚ時闇後でロケ尾伏生残していに．

夕６１

上記と同厳、／時閣迂で中層から表層に浮上し、体色黒蚕

し尼。その後、半数位は元屋口〈表層に浮上し、残りl立牛層

逐や〉艤慢に薄尿していｌ三・ユユ時閉目で口/〃尼生残し、Ｚの

後叫クヘゲ尾が常に表層を泳ぎ．＃時閣百項では、。尾が立

派ざ産してい匠猷、〃時闇目、〃蒔爾目で〕し変化ボ見られとＪ

かつＥｏ
－－ｐや●－－－←ザ￣￣●●←●－.ｐ－－Ｄ･ロロｐｃ－ローローの●－－－－●⑤－－巳－－－～③一旬￣q■●□”－－－－■■●￣■－－－－￣●￣●●●‐･ヘー●－．－■■￣Ｃｓ￣－－－●一一◇●■－－●巳■－－国￣p･PPC◇■－－●●竜ロー◆￣｡￣～●●￣

開始後７時閉巨互ではえ屍でＷうっだ（／〃時間Ｅ｢頃力、らや

や,元気がこくなり、動作》<縦'瞳リニrァて乏尼。この状態で〃

時聞目董で綴遇しＥｏ
ＱＣ●●－－￣■－－●●－－●ひ●￣－●●ｳﾞ●－●－－－－●～－０￣￣￣＝⑤￣幻一七￣●Ｄｑ－Ｄｃ●が～＆●￣□－－－－つq￣￣の●■－－■…－＄●－．－－￣－－￣◆●①●s￣ﾛｩｻﾞｰで｡●●￣◆￣￣－４－￣￣■釦ｃＣ－－ｃ￣￣￣●￣け－－￣Ｃ－ＤＧ●－－の￣￣￣いり●～｡－℃￣か←

終Ｔ時三ご､ゴ→だく変化□〈経過し垣。

忍Ｚ〃

３２〃

対照

(イ)、モッゴの場合

〃〃〃 UノーFｊｄ

〃

ク

〃

紐っだ（、卒崎悶打分〃
乙'

【
Ⅷ
Ｕ

ＩＤ

－２９－

３崎聞３１分後では、／′尾とＬ元気であ

後では／尾が仮死〕伏藍と□

へ

つ ていに 。

つ た（、卒崎開打分

６時闇後|ｚこの／尼状

ぃ死し、／尾（元匠なく薄上していた 。

濃
/ワ
頂

ﾉ広り、
観察記鐡

ハク〃〃

２曙闇汀分後で、□中層力も下層左蒋尿してい尼パフ時闇

〃分後でＩ式３尾が､へ

する。、のちあ|」 、

い夕と し 残０１コ臓転迂丘は逆転して浮上

すべてボ狂ぼんしていだ Ｐ

ユ時闘灯分後で､､は２尾、６時悶後ご`１コ３尾、『時rYW丁分後

ﾋﾆﾋﾉﾕ尾へＭＥし乙生慰魚は′ﾋﾉﾆ〔 － た ＠

７３Ｍ

１時間3丁介後で}ま中層から上層西臓来。３時闇〕'分後挙尾

早崎閉忽分後／尾、６時閣後１尾、７崎閣夕分後２尾、Ｊｒ時間

１分後こら'。／尾伏へい死して残る／尾｣し、仮死1入蕊で生き

鹿していだ
￣つ

Ｃ－ 『）／尾も/Ｚ時閉J｣｢分後では '、 い夕こしてい丘 ●



羽フ’

｜
又

ろ〃

‘崎間巳 リ

ク

円二叩

‘時聞目でロ６ '11守間ｒ〃分 型'’６

ダフ〃

４F貯閉日

'Ｈ子儒Ｕ

ｙＵ IDI榧

〃

２〃&

４jｙＩ

-３０－

ｈ
９時間21分後／尾ｶｾﾞ へ い死し、／尾は仮死状藍ご蟻亙費上

し、１mざ時jlTリ旺且〃しこし） Ｆ
●

/６時閣汀分後では３尾7t１Vヘい化し、魔Uは崎煎り狂ばん、

け（ｒｉＭノを逸していた

q旱）

<少 /ゲ時開後２尾（ へいクし し、魔う３尾

つち、／尾は逆蔵浮上しそいＥ、２′時悶後!=／尾

叫時簡巨では２尾が生乏鰯してぃだ

〃Ｖ訂閉債／尾 、

。

'、い化

ﾕ３時間後Ｚらに癖る／尾汕へぃ死Lだ ◎

し

\２〃

３時閉ｺﾉ分`膜て゛は、２尾状薄上し、Ｚの後２へ３尾永箒に

浮上しＩニゴユで、／２時間後。Ｚ蝋彊適し尼。

/６時間矼分後、２尾がへい死し、／'時閉後で口／尾（水）亘

'二旗臥し 、 わず力、｜ユ呼吸しこい尼 ◎

砕蒔開目て゛は『尾永生蕊。〃時間〃分後乙ロ／尾、〃時簡

後２尾がＺｊｉｌぞれへし｜死していた

過しだ ●

●

~つ

の秋.詮て靭時閉自も経

芒の後．〃時闇後で／尾Ｊ－ｒ時閉後で／尾、〃時開後では

Ｚら１コ／尾（へい牝

あ ￣ア た ｡

して、/ZZ時悶後てロ生残魚Ｅ[２尾石|ブて
Ｓ、

３２'

６時開後ｌＺｌａ？尾（;章上してい匡於

を経過した ０

￣

、一 の状薩で．叫時間

〃時間後どＶ尾（逆.蕊禰泳し．Ｈす]『、旋回通勤、｜ハ，)r'ん

しり:と五行な ￣か ていだ．〃時間後ｚ､１．２尾．幻時間後ではＺら

'二／尾》<へい死して、残る７尾'｡〃時間、'２薦間後。Ｚ化し鞍

ピワえ頁□ゴミで生乏魔した ｡

対照 蕊Ｔ蒔二Ｚ
ＣＱ

、 。 つ だく変化□〈魁過し丘 。
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(3)、考察

直線師補澗送'二よって図解的(。各時闇の刀勿値乏求めると．図Ｉ

図Ｉ[から、〉欠の満果を得だ。

単位

Ｐ/９ｍ
‘Ⅱ ユノブ■

ろ＆〃ワ

〃

Ｚら'三、嫌量覺、生物学的寿全濃度を求めると次OMT'二表正博Ｅ，

重泣

／7P“

三だ、試験中1．観察壬几だ、魚佐上に表わjrlに変化々行動につい

て１コ、

コイの場合、１〃〃"１以上'。おいて、開始後／崎萠手|夏から、す

べてが蔓上|ゲ状に浮上し表層五群派し、体色１５t黒変しＥ・穫藪や荘

ぼん乏伴こう旋回運動．反転運動、ま尼|ユ逆蒐溝泳など五行ｎ→に

後へぃ九にぃＥう匠．しかし、鮎液の分泌や眼戎の葵出し□認めら

れなかった。

モ､ツーＴｍ場合、すべての濃度において開姶時より三時爾後位茸で

は中層へ下層を瀧派していに（量の後祷転々荘ロ,しなど五行LJくっ

てへい死し正。

徳邑の烹変や粘液の分泌、眼JiiiWフ案出口とロ認やられな力、フだ。

ｊ久上の数値は/V/y主畳で.表)ｂＺれたのて゛あるヵ《、ニノrl雲をＣ２－塁

'二膜宣すっと、下記の表の如くｇ[つ。

/V〃卑臺力、ろ検貰しだ〃￣量（単位汗７，，２）

５，０Ｎ

ユ〃 クノーユ矛｜ノフュ〃 ７．‘７

ｦ盃’’７ 乳Ｊ〃Ｉ〃２．６ ゲグ、Ｔａワニ、＠

－３２－

"時闇断|嫌忌薑|…濃度’
p￣￣－－－－－C￣⑥P￣●①－勺◆｡■ウーーーーーー■
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この数値を二jrlまでになｚｊｎＥ濾々の生物飼育試験におけつａ

玉試験に主けるα-畳で'。影響薑の７Z初値□とと比較険詞すると

へぃ死に対しては大乏な蓮とは灯言で三Ｃい（がまつだくな【

因とロロっていこいと溝える。
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図Ⅱ

モツゴの場合
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(4)．専約

ァ、コイ、モッゴに対して、／v/M2田の致死濃度試験を行芯つＥ・

フｋ潟変化範囲１コ／３，》士〕／′ｃであっＥ・

ィ、各時閣の兀統値、嫌忌量、生物学的霊全濃度ロ、／Ｗ弍薑で灰の

lrH三値でJうっだ。

章に汗の【

ボアＰ

ろ３，’３３Jケ〃

ゲＩ芋Ｚ．〃〃
リ

ウ、得別'{た/Vh/4ｒ量からα-畳に旗童すると>久のⅦ三値でｗフーだ。

単位ＰＰｍ

目
ﾕゲヒ‘Ｈ

〃〃フ９１／＿／〃Ｚ、平‘
ZＪ

クユノ〃Ｉ沢2．６７１／Ｊ'､:rら９J一クーゲ７

Ｚ、塩化で＞が＞によるモッゴの致死濃度試験

（/）、試験斌料jsjが試験万；圭

ァ、ィ又試生物モー′ゴノD垂之〃ﾉｰ匹功〃αＰ久〆肱

乎切庄菫２．２：（臺大２，６９、最ﾉ|、人９３）

平均全長‘､／ｃ、（霞･犬６.JTC"，fへ最ﾉI、次伽）

フＫ元分場飼音池にて採彌しＥＭﾌ。

イ、快註薬剤／ｱｼ2α２．ユルク時扱試薬

ウ、試験卵ＨｖＢＸＤフヲヱ/〃月３〃曰～／／月２日

工、試験万法

縦２/ｒ｢碗

を用い、／〃Ｚ

、蔵〃c,､,、藻乙ｚＺ…の亀型フレームｊｇＩＷラスホ鰭

の試験水に対して、各水鷺1二/〃尾ずつを収蓉しル

ー３５－

モ、ソ。
､）、

P___--‐‐---------
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対照区として試験水の』のｊｂのを併せて行百つＥ・

試験ﾌＫ湿凡フ大幅は変動を防ぐ丘の、大型(Jフホ製，K鱒(6ハ/〃xJの

に水道水玄渦Ｅし、これにしマユし－９－ｚｊＭ／”ｗヒーター

を牛丞設置し、どの中に試験用水鱈五畳けだ。

試験水として'。、ｌ曝気ﾌＫ道水ｚに対い湯戊避薫飼育ﾌ！（３の割

合て゛混合して用いた。

試験濃度|コマノカリ蚤五もラマ表示しだ．

↑天試魚の取扱い方法、試験法、アム勿値ｎＷ）方專は、すべて、

の`Ｍ''一'βの方法に従‐だ。仁宿し、コイ時閉毎.「)頓ﾌＫおさび試験

中の通気□行□わＬｊ｢かつ丘・

試験中０－ﾌﾌＫ温＄さびﾉﾜ/ｙの変化範囲は２〃土人７'0およぁ、

久イエメ‘てＷﾗｰ尼。

試験ﾌＫの分鮒瀧粟は)叉の通り

ｃひ、ﾖｸﾀ〃祠（高温アルカ１１性水浴交迭）

／V〃１－/Ｖ’'６〃〈ネスラー試薬元電[上色送）

／V’ｚ一/Ｖ ’〃／〃（６尺試薬光電比色沃）

全硬度こ`.何′・〈ぞ↓－卜箔這法）

〃’よ‘‘〃（モール⑦銀滴定活＞

ノヮ/ｙＪＶ

(2)、試験経過主､よび試験結果

Ｔ、試験遜過

開始時ｊｒＵ／時蘭毎に観察五行ごい、認めら]ｒｌＥ麥化正記録レ

だ．

重ｉ工Ｊｑ

エーフ〃〃

と／ｊＺﾊｉＵＺ

－３６

Ⅱ
■

Ｚ
グ

ユ 〃〃

■
■

２時開後苛で変化なく、３時lVi後で画動作沢瀧罎'二な'」

７尾に施色の黒変が亘られだ．

、

イ時聞後'二／尾、ざ時聞後Ｚら'二３尾（碩亟し、フ|〈底|こて

晉悶状態で薄》未してい匠

樫１コ八五

べ

爪 しだ 。

● ６時悶後ごばげ尾が猿臥し、贋ＪＩＴ

『時間後２尾、９時閉後３尾jD1へい死して、感冒夕尾はす

て橇臥し、茸 つ だく潅力が□か
ウー

っ／二 ”

/’時廠後２尾、／２時間後２尾．／３時閣後'二'。残る／尾:jＪ '、

漠 度
ﾉｩｿ旨ｦir7

騒察 記 金莱



●

０１死した。

３時爾後仁／尾が黒変レユ時間後には半数（元最画く表

層から中層逐溝激し尼。ざ時闇後に／尾訳嫡臥し、Ｚの後績

乾浮上、膜臥状増え、／〃時聞後ではすべてに平衡失調（認や

ら血だ。時斬り狂ぼん五行ロ３２〃〃 尼

/２時間後２尾 /３時爾後ユ尾、枠時 尾、／ｒ時間後／

ついて゛へぃ死

閣後／
●

砲》ス尾、／７時閉後／尾、〃時闇後／尾と

した．

lHjl
L鰯
|熊総；

情に４尾(、黒ﾉﾇＭ認めろ)ｎだ。Ｚの後、／’時間後。

べてが底に静よしにま選で軽過しだ。

後'ごなると３尾（頂戴し筈悶、旋回週【動五行ロ，Ｅ・

時間後云では潰載、騰臥の尾数（層尼旺の上乙･【ドフ

時爾後茸での斗蒔闇にタ屋ボヘい死し尼・魔‘ｒ尾

２，ユタ〃

ていだ”

後Ｚ尾 〃時圃後／尾、〃崎閣後Ｚ尾（へい死した。
－－－■｡￣●Ｃ￣￣￣●￣－－c閂d￣￣－－●oc-～■￣￣qBD◆●軒一一一幹●c■■Ｃ－ｃＰ￣－，●c－－－￣■－－●■の。●－－■－■一口￣－－－の－－F￣UP■－－●q－－￣￣－．－－口●ﾛｰ

ﾉ〈，堅恢色黒喪しだ。／／時間後に／園祇臘臥

８０１０」，‐‐‐‐‐‐ＩⅡＩⅡＩＩｌＩ
//ゲク〃

後７尾にマ、 色の黒蕊ＤＭしられた旗 /９時爾後 ／

Ｚフｋ'百に;jiてんぽ。そ｡、 後、２ィ 蒔閉すでに二０，／尾

正。

〃ｗｌ

－－Ｌ
対照’

虐奎鷺瑞〔三二二腰鯖蒙’
し【蕊る６尾'ｺﾞﾌＫＥに静止して、時ｊｉＴＩｌ薄｜
々時簡経還しだ。

－－－－－－－－－－－－｜
U何零の変化もこく縛丁し巳。

Ｚｒ時閉後に'。／慮り<腹部を上にして

に、弘時間後に二.-＞／尾泳へい苑し

回２尾がへい死して

尿しに'）して

試験開始時より何零の

－３７－
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試験結果イ

雨記の経過主-ＭF分苅満票筵 廷して衰にすると 下表のⅦ<口る。
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(3)、毒 察

麦中の生残率より ロク'ん”汗の直:線的補､周送によっ〔 叫時蘭

〃蒔簡刀,ｗ正雄定し7L祠 どらに嫌 忌豊 生物学的姜全濃度五劃

章!ごよ､て太寸つると下記表の如くjEJ～だ。
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ﾉﾎﾟ試験中に観察ｚｊＴに承徳上の褒化、行動等に見うれＥ主まだ

口特ｲ汝域平衡宍調になってからへぃ死lこいにるゴて函の時尉（ず時閣
から７時闇と比譲的長か－だ．ま仁時J1TU狂１９Ｍﾉ、旋回、反転等の

激しい運動（２～３尾に見られＩ三カヤ、大部分は鯖蓮津上、三だほ職
FIA静止の状蕊でへぃ死にぃ尼→だ。

粘涜(、分泌は亘らjr(なＴｌ、‐た（、椛邑①票愛は全濃度|ごよ､いて認
めうれだ。
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(4)．蓮約

ア、五ツゴを用ア、五ツゴを用いて、／ﾍﾌﾟ;,,“･蕊ノゲヱクの致死濃度試溌五,|<温２/'ｃ前後

6行ロ～た。

イ、〃`〔〃”がの方法iご従ァて、〃蒔繭／〃『、イゲ時諭丁/ｌ"'悪よ〃r嫌

忌薑、生吻学的審全濃度を求ｉｆ>だとごう、／､7打下〒薑として灰の締

果乏得だ。
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第３、農薬による生物試議

／、殺菌剤「冬アジりＪＡ乳罰|によづコイわ致死濃度試験

Ａ、試験水を鱒ﾌi〈しこい場台

（Ｍ試験赫料お」瓜試験方法

ア、快試薬布１ 娯菌剤「系７〉リー1Ａ乳制（有効成分〃診）
重金属互含ゴＥ｢い新規な有騰化合物

イハラ震薬嫌式会社提伏

イ、侠試魚 コイと"'ｗ２ｎＣｗ７ｐ”

平rly徳重ｚ〃星（最大2,7膠､扇,１Ｗ(Ｊ"）
平｢,全長幻/０，'‘（景大6.ｲ”､最ﾉは伽）

フｋ元分r島(こて爪化養殖せつ当才魚を太場

。＞７'ノーｋ製飼育池にて馴らし尼後、健

簾'E｢もの芝選んで用Ⅱ試験前ＺＨ間口甑
上めしだ。

ウ・試験期日昭和ﾌｦ丘９月/グローｚ／曰
心

エ．三X験方法

縦3此勿．礒御c，,匹濡ｚ３夘坑マフ胃型フレーム粋がラス水鱈王
爾い、２３~２の試験〕|〈に対して、量れぞ洞／〃尾丁､フ堂I'又琴しｂ・
フ1〈温《、大幅□菱動を防ぐ丘紛、木製大型水槽に７ｋ道ﾉＫ五滴Ｅ
し、これ'二試験’|<鱈遂漫けて、おる雇度のコノトローノ↓遂行□
つ尼。

試験’ｋ'二は、ｚ週廟濯曝冤乏しな〕､くら屋ｸ|､に放置しておいＥ
ノ|〈蔓ﾌＫＺＥ使用し丘・

試験濃度ＩＳＩ、青勧成分濃度で表示しノピ・

菰､験中の通是、旗ﾉＫｌ。行なわず．z4L時間．１，時開ゴヒＩご溶存
酸素の定量乞行な、尼。

試験中のうk温と〃の変化藪圃且ＬＭ工/､１゜ＣちよＤＭ/±〃
でる－だ□

言うi験，ＫＯﾌ分xf｢結果は次の通l」．

ｃ〃、’､〃/･P“（高温アルカリ'性水浴蕊)犬）
－４０－
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はＪ尾fﾊﾟﾌＫ底に蟻臥した。／時簡〃分後|ご凶すべてｚ)《

平衝突調乏起し、わず｝'二''手吸を行□うのみで、Ｚ人汎口

ま つ だく動j、Ｚばか.、丘 Ｐ

３時簡後．じへｆｌ々膝蔓'茜より粘液芝分泌するのがi:認め
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／雇力〈へい化し、３崎｢iiWLD分後'二はＺ尾、邸時闇/'か

後lごロケ尼、約‘時胤濃に／尼、３－時間泌分後１１１コ最後
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７時闇後２尾、７時簡汀分i笈／尾、Ｊ時開〃分後／尾
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/『時閉〃分後に口裏r麦の／尾屯へい死し尼。

〃分漬にぱすべてが羽 累変･し ／尾は元豆ＵくうＫ底
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ぬく上の経過おJUP分kiT緒果五一尼して表上すると、下表の

如くはっだ。
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と)ス表の加二値を得匠。
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黒変しだ。

イ、／jKj7WlかうんS7P7cwで'。開始後３Ｈ奇聞からｺﾞｰ蒔閉のBiTlZiZ‘札々

紘表i面Ｍ、う粘液を分泌した＿

‘､j7QP〃↓人下では〃時間後頃から肛門より白い糸状の粘液正
分泌し匠。

ウ、／１３７厘ぅPmZl、ぅ、‘､j--BP勾三で`に平衡失調（見られ、掻蓮浮上三ｔＺ

は蟻HMWLAら）１１、中'。且旋回運動、狂'。んｘ”ZLSirlE。

〃〃&,,'て､ＵＭ?時間後ヵ、ろ、‘､31戸〃,↑では卿時間以後Ｉご平衡失調

力､Ｓ(Ｄ回復（jzLらj｢し回復し尼二も仙或廷とんとが浮上した。

Ｌ‘､J1’７つ祠以下では似瀕くりＭうじ？'時噸以後になうと菅ZMlの
中央部あ正'ノ、、ら、丘石のいずirM、にま（台、側屈現象パ認わ

られだ．
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し尼二Ｍうで』し、生死の半'１F'１（つけパｒｚい場合、わずD、iﾆﾝ剛瞥工

匠危ぐと、反転運動正起す。

力、死魚のエラ１コ、鮮紅色状失区刀、、黒Ⅱ未五幕びて（、。￣

伜)、要約

丁、ゴイ１コ対して1コ「再夕,､，＞」Ａ乳剤〈有効戒分〃必）五ｉＨＵ●

て、フｋ温〃．ｃ詞後における葱,死濃度試験五i｢ｆじっｒＺ。

イ、試験)Ｋは試験瀞了時弐で域ﾌ|〈をしlコカ、つだ。

ウ、有効成分鷺鳫にお1丁る７Z、値を直競的補闇法|こぶ→て腱定し

ｚら'二嫌忌量、生物学的裏金濃度五求め危汀｢Ｕ)Ｗ)数値Ｚ得巳。
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2ユ時闇7Z寂 チン時闇TL麺
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、

Ｂ、試験水宣煥ﾌＫしＥ場合

（/）、試験材料おＪＭＩ,試験方法

白0℃

ア．侠試j煮コイ 〔)'P/･/だ“”ﾄP`〃

平均佐重２，Ｆ'；〈最大３．斗；

平均全長友肘剛景大“0“

入手先は前迩と同臓。

最ノト／､９；）

最ﾉＭＺｃｍ）

イ、誠､験期間HgjiiIファ耳/／月／７日へ／９日

ウ、試験方法

試験７Ｋ鱈は前逃のｔﾉ<、と同臓。唾端画ﾌＫ遍変化左防ぐ尼ｈ

前丞木製ﾉ肱曹内にレマユレーター２組と．ヒーターｒ本をＭ｢{

て、紙５種度／定温度乏保てつ煤にしＥ・

フＫ温とＰ/ｙの変化範囲Ｌｊｍ７工〃，ｃ主.Ｊ｢ぴ７､／工幻でる、

Ｅ・試験７ｋ'コル′を用い、そｉＴぞjrlIz/〃尾すり収遷しＥ・

罰､験〕Ｋは本t局内纏魚飼育池）Ｋ/’'ユ対し、曝遠〕ｋ夏７ＫＪの薯,,合

で混合して使用しＥ・

茸丘・侠試薬剤が揮発'住互時ろ、時閉０，経週ととも,二濃度の

低下z]Ｍ;rえらnつのて､、科時間ごと,こ／‘之ずつ、試験’Ｍ）交

旗五行ロっＥ・

試験濃度区前詑試験と同炭．有効成分濃度である。

試験ﾉＫ(ｎ分ｍ綺果

Ｐ/Lﾌノ'(Ｓ

ｃ〃２『/ＤＰ〃（高温アルカ，)性,Ｋ>谷変法）

／ｗ７/１－/ｖ'３Ｊ〃（ネスラ試蘂光電比芭;五）

／vルー〃’〃"（６尺試薬元電にし色沃）

全硬度〃２〃（ぞレート滴定活）

アルカリ度ユズ／〃（メナルオレ〉デ法）

ＺのｲｌＬ試験方法は、前述と同嶬。

（２）、試験魁逼と試験結果、

丁、試験羅週

開始時よりユ時間後まで'さ〃分閉隔で、

と|ご行動上の麥化や寅鮪の状謎を観察し、

－４７－

ＺＴＬ以後１ｺ／曙Ｂｉご

記録し厄。
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鮭が認巡智町【ん「》

ﾘﾉj-分債|ユューヨ尾状時t1Tリ津上し、旋回

◎

３尾パフＫ底に虞臥し、／尼は中層で笛|立し

後
Ｅ
後
、
死

闘
汎
分
尼
い

千
後
。

（
一

分
に

ヨ
ー

ロ

E【７尾が濃転澤上しだ，ｚ尾に牢芭

２尾がへ し１ 苑し iuLl。蟻蓮してぃだ

Ｚ時閣〃分後２尾．３１１号廟〃分後'二|ゴ

し

み■

/二 ０

尼ボ表層を元勗□〈薄旅し、／尼lユ側

つ
一 lま／尾伏臓乾し 、 ｲｾﾞLほ表層か'う中層

燃色《、慕変/（す'、ＩＭｉｒｌご認`ｉｂら)'し/三 ■

型雇（騰戴>学上し、／尾は侭lLZ、／尾陣直

時闇債'二

し

／尾、'時闇後1二／尾、ケ時闇後に'9｢こ

死

しだ。７時閉Ｚｒ分後'二口２尾、／／時間式 て
屋
ノ

し
ノ
ー

上
上
己

。
？

い
、

尼

イケ

尾が

尾Ｉ。表肩０，

淳
後

瞳
閲

上し

ノ 尾

､

、

７

/／

有苅成分潔
ﾉﾝＰ

度
/7,2

観察記録

／ｒ・ｺﾞー

開始時より/３分後'二２へ３尾蹟乾し、ｖ計ｊＩｉＵ反転運動

を行ロ ワ ● ｦ’分後'二Ｅｔ孑尼パフＫ底'二旗臥し、２尾は壌転

い羊上してい丘 ゛ ／時ｆＷ債'二口Ｊ尾状へい死し、／屋は

鰻越しで浮上／雇目｢旗臥してい尼 ｡

／時間ｒ分後'二巨爽ＵのＺ尾辺へい死し丘 ●



Ｆ

ヌ〔’

孔Ｐｈ

ｇｈ雪志屋

反－．－ユリ

イー試験緒果

以上の遥遥為､ユワ分,雨粒架を－魁すると>Ｘ覆わ'1ｊ“抑），

‘狩届n円

ﾕＨＩＤ、Ｄ〃

､～｜'

〃〃

〃 〃'１２`と' 〃

Jrijr 》､’ろ’３〃〃Ｉゴ〃 ろ.ごソＩ／〃６１／〃

『’７､〃しOL’ＺＩ５’Ｊ９ ソノ〃Ｉ‘ 〃|ユ､久ｙ１，５１

'14f()rｿ｜β’，Ｍ'３１Ⅸが〃 〃ﾁ､〃

〃｜ノ''１フユ６１５.〃|ｽｴﾚ

(3)、考察

直煤的禰蘭法(ごよ～こ、図解的|ご堆這しだ７Z”値、おＪｍｒ､この数

値から、嫌忌畳、生物掌的要全震度五真土すると、）又表を得疋。

重位/b〆、

-４９－

時圃後Ｚら'二／尾永へい死して、澱|ノ'。蟻蕊津上の。△

２斗時間軽過しだ。芝の後二ｂ鰻弦茸上、反蕊運動など五行

な ~ブ 庭ま塾〃晴嗣後ゴで生乏寓し匠 、

：
肛￣■●－－－ウー■■内国

久J己`’

久２６

`〃ず

'季７

７<ゲク

RJ1う
■￣￣－－－

４７

／時閉後|ｚ1ｺ笑層逐裏上げ状に澤上薄泳するも①況現)０

)ｎＥｏ２時間半後'二は７層ボャユ佐色烹変しに

『曙閉後にＬ盧状騰蕊ブヱ上し

lJifll立してぃだ ①

、

1Ｊ

／尼（旋回運動．／尾

Ｚの煤□状態のゴリイ時間経過し、ヨユ時間〕'分俵Ｌ／

尾;状へい死し、打曙閉後に３尾ボヘい死し、２尾'５１蹟範

していノー。芒の後．ユゲ時１割刀変化ロz)、，ノミ ｡

対照 すべてpji等q-L変化二Ｍ÷こず、実溌祷･了 し． 〆． '矛

盲効取

分濃度

/)p葱

一
弘
水
臺
？

侠
試
尼
披

／左３－

／／、 3-

『､７

２６

２６

２６

／〃

/〃

/’

ＺＺ’

2`.〃

2入７

ヌゴ

久３

ｸLｊ

〆､了 ２５ /〃 24,3 久子

旱．９ Ｚ‘ ／〃 2印〔､， 税３

対照 Ｚ‘ /Jiノ 24〈Ｚ ７，



ニルラの満j謡をＬ識〔験）Ｋ迄全ぐ涙水しなか弓尼場合の数１良と比

較してみつと、兀刎直で区％前後i直ぃ値とこつ（いつパ、ニノｒｌＭｒ

Ｔ芙試薬剤の琿発性|三遍因すうものと思わ）「し、今後か力､る揮発性薬
鈩''二よる誠.験のあり方を示畷すうものといえｊう〆

〉Ｘに．試験中に観鷺三)rlE主に[蒔微五斤'|記すると、

了、／鈩ｄ７ｃ７厚`"ハ′'Jγｗ'，では、短時閉に集乍白'化へ'八死ﾉｸWLLら川三。

イ、ｄ式Ｗ，Ｍ下で､は、平衡決調後へい死|ごい正う芸ごくＰ時lIfMM、

回Ｕ長い。云厄低濃度で|」平衡)夫蒻》、５，<ｎ画ｨ夏DMLらｎだ。

ウ、鏥邑の嘉変（喬濃慶匠時lご顕著|こみらズＭｚｏ

Ｌ鱗範しＥエノのはほとんど（淫上し匠。まだ、試験中腹釦の膨
張し圧もの択教尾anら兀匠。二才[|壬試`駿懸丁後．解剖し尼結黒
腸内仁がスの気逼が認わらr''二。灰試薬剤ｂＷ鬮発,'９２のもので温

るＥの、魚1丞丙を循環し、驫縛耐|ご腸内にて最ｲししにＥｑｂと息
われる

。－１

生
残
率
先

'〃

e－－－－ｏ辺時噸

o－－－－ｏユゲ時閉

Ｉ リ

〃

５〃 ａ－－－の

〃

ﾛ

濃度ＰＰ”－－→忽.？」・左尻７／/､３－入次Ｊ－

－５ｏ－
△



戸

睦

(ユノ．要約

ア、コイに対して、ｒ≦タ》ヅ」Ａ軋訳［（有効成分〃船）を用い

て、皿て前後ｌＺおける、致死濃度試験を行なっＥｏ

イ、試験水口、ムリ(時|訂韓に旗）|〈筐行ばつノミ。

ウ、有効成分濃度にとF､lブる７Ｚｍ値逮ｐ,α⑰”舟の方濯|二よ・て求

めだところ、皿時間７Z洲。〃〃〃、卸時閉アム〃|ゴ乱,７〃、ごあ

う匠。

－５１－



－２、殺菌鯏「二Ｗブリ」β夢し#'''＝-1つｒｉｑ>孜元濃雇試験

（'入試職域料＄Ｊ、､試験方法

丁…侠言式薬剤 殺菌剤「≦タテ､ン」β乳剤（有効成分〃妙）

童･全.属乏含。直い款規巨育鶴化合劒

イハラ農薬疎式会社提供

イ、イス試魚 。Ｔ〔γ,｡"''2ａｊｖＷ/･ノク

平↑,広重１忽／旱（最人2.73最小１/９）

平t万全裏弍汀oｗ（最大“…蘂,|､川醗）

７ｋ元分場にて']、｢ロ蓑殖せる萱.オ魚を本場

。＞７’ノートPILlこて畜養し、健康なものを

選んでＥＷいだ。試験前２日閉凶麓上めした。

ウ、試験期閉昭和ファ耳/〃月２／曰～肛曰

工、試験万漬

縦〃…、麟型J-c〃、深乏〃…の角型プＬ－△枠がラスノｋ鰹

を用い、Ｚｺﾞｰだの試験7Ｋに刺.し、各/′尾ずつ収容しＥ・なあ、今回

の試験てｗｑ。ｗ）ソβ乳剤ボか□'」揮発性パ詮い二と左顧慮し

て・誼､験中'二鵬ける揮発'些'二よ否填度の愛勤王防止丁６だめ．ふり

時閉毎に宝爽黛の品つ各７k増と同>震１頁(、試験,Ｋを新に,ご調製し戸，、
各/Ｊ－２Ｔ､つを域ﾌＫしrz。

）Ｋ:鼠の。〉トロールについて'。大型木喫水鱈くうハ／〃×β〃州

に)Ｋ遣水を満ノヨし、二ｆｌにピーター正へれ、け－ヒス『，卜を取

付けて．’恒温鰹とし、二)、’２試験ﾌＫ鰭遂罵潰し、ユユ,ｃ前後を,呆っ
嫌にしに。

需叙）ｋは、フ|<道)Ｋを2週閉曝冤しＥ冒川フヨに封し、癒薫餉育；Ｕ
７ｊ〈/’の割合て゛使用し丘。

試艤顔度'二すべて､有効成分濃度で計宣を行こい、試隙濃嘆くｐ

夫定はおらり、Ｍﾌ、予祷試験乏行なって大↑本の見当をフ,（よ試
験て゛ロロ…の”汗わ表より蔓ﾉ(′だ。７z、値'よ直線的補聞送,こて索
わだ。

□悪､試験中のうＫ;品主よびＰｈ/の変化凝函ＥＩ〃,と工，，２／工
２３であった．

－５２－



←

■

希妖ﾌ|〈の分鮒茄渠|よ〉xの通|）

／､〃久二

ｃ'、／、３７／ＱＰ〃

／V/y１－/Ｖ’／ク〃

／Ｖ’２－/Ｖ’〃ユ’′

全硬度ユスガ，

アルカリ度。久ゲ’

<Ｗうつ゜

〈居温アルカリ性7Ｋ；谷変法）

（ネスラー試薬光電「し色送）

（６尺試薬光電上じ言;友）

（キレート滴定漬）

〈メナルオし〉ヂ法）

(2)、試驍経過および試験締票

ア、試験鰹過

開端時ょＵ／〃時間後弐でロ/"分から／蒔悶聾ｌＺ、五，１１以後|工．

２時間毎'二行動上の変化々、魚広の状馨をて２つ限り綱力､〈記録

し７２。

〃

ｙ

魁凶

壺因了目二「０ 千ローＴＩＦ、切己

２９

4〃Ｈ守閲目

ﾜｾﾞｺ

乱（ｔ曹加

ｌＨ守闘日Ｉ－Ｊｌｐ

-５３

ﾄ」
ヨーイ時閉後頃力､ろ俸色うりｗ、黒変し、Ｊ時剛後から

平衡失調（t曹加しだ。

料時廟目に寝ﾌｋし、これさり２時間後／尾斌 へぃ死し

有郊成分濃度
/qﾉｳ',ｿz'

麗見蕊記 鋳、

/〃分後'二すぺて状蝉色黒蕊しだ。／時闘後|ニノ瞳

臥した ◎

３時開後lご／尾 、

、１

`り、 瀬

与時閉後|ヱ／腱ｶｾﾞへい死し凝る３

尾Ⅸ蔵乾して;掌上し尼 ロ ６時閲後イ尾

Ｊ時間後ＩごロＺも'二／尾が

闇後'二Ｈへい死し丘 ｡

＿＿＝

へｌＷｊｉｂ

、 ７時剛後Ｚ)是 、

した。凝る／尾も/ざＩ痔

／時閥後に|ユタ尼（,表層筵蒋沫い２ヘヨ時1罰Ｗｚｋ色

斌黒愛しに ｡

５時爾後'二は９尾が薦戦浮上し圧。／３時閉後／尾状

い死して、７尾は】漢亟浮上の義堅坪時悶経通しに

問後／尾菰肛門力､ろ粘液五糸旗に分泌して１，

／ －－

｛

｡ Ｚ」

へ

湾

に。丑の後

３時間霊に／尾位す､つへい宛が」S1rl、ユゲ時閉目て

巨生激.魚口２尾でおっに。〃時爾後'二／尾へい死して

織邑／尾も‘６時閉後仁へい死した ｡

、

､比
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⑧ＪＬ港察

前記生残率より、直線的鯛厩法'二Ｊ｢って図解函ｉ１７Ｚ況直乞軽足し

ｚら'二、嫌忌畳、生物学釣夢会濃度を計貿１二ょ→て；ｗっ否と、）')<表

の血乏結果互得Ｅ・

津位：泙惣

D重刷子ら倉激４５

〃

厨眼卿観察(こよう所見

ア、沃試魚互試験？Ｍz'二収客すうと、１本

藥量状翻いほど早く、しかも著しい。

へＭＬする場合１コ．体色の変化刀〈あき

へⅡえすつものねある。

亘（黒｡軒する（、これは、

左Ｅし、きわめて短時畷1二

Ｕ頭暑に量ら)iｌないうち仁

ィ、１天誌:魚ご正常区もの〈汀照区）ｕﾝｋ尼'２静止して、ま川ご瀞；末

するのみて温るｶｻ、誠､験液中て､ロ底に静止していだも<、（徐，

に中層五)存漁し且ｃめ、灰に表層正漉派し、い』ｐの６蟇上げ状態

煉り煤狙を示し、次'二千衝快調を起して膜乾して、表面に浮上し

えらを。)rlに動力､丁遥度となり、この時斯に底'２填臥するものお
あう。粘液五分泌し特'二肛門から糸状の粘液正出していつＢの状

自立う・畷？ＩｄＤｄ<旋回運動や狂LﾖＭﾉ状謹乏ネブバ量の後、ＭＥす｡。

ウ、臆璽状態に>、→て力、らわ魚雌変化の暹行状況ぱ非常に、ｗヨハノ

（｡、』？〃ｍ１メ下て､､'。平衡失調を－畷回復ずつもｄｏが亀ら杠匠。

エ、正常巨二らのｇ｢全尾大徒同じよう□放態、運動を示す（、薬害状

肩Ｌ５ｊ１６孫'２９〔,うと、１司一濃度千でも、唇､週バラバラの吠議に隅

い'）、撞雪も７６Ｗi〕的で同調'性を矢口う。

オィ共試魚は、〕川寺悶をすぎる填力、ろ、えらに充血していつもの心ｎ

ｊＬＬらｊｌだ。

乱死魚のえらは、鮮紅色DiIi宍口わｒｌ黒啄をおびてぃＥｚ。

（１）．要約

丁、震菌剤ｒ千'７〉..〉」β乳剤の。Ⅲご汀ずつ致死濃度試験正行に「
つだ。

－５６－
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